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クロサギ科魚類タイワンサギの日本における分布状況
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Abstract.　The Indo-West Pacific gerreid fish Pentaprion longimanus (Perciformes) 
has been known to be distributed in the Ryukyu Islands in Japanese waters. However, 
detailed localities within the Ryukyu Islands have not been known. Examinations 
of Japanese specimens and literature show that P. longimanus is recorded only from 
Amami-oshima and Okinawa-jima islands located in the middle of the Ryukyu Islands. 
Morphological description with notes on ontogenetic changes based on 37 Japanese 
specimens of P. longimanus is also provided.
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（要約 ）
　タイワンサギ Pentaprion longimanus (Cantor, 1849) の日本国内における分布域はこれまで琉球列島とさ
れていた．しかし，琉球列島内の詳細な産地が不明であったため，文献と標本に基づいて調査するとと
もに，日本産 37 標本に基づく詳細な記載を行った．本研究によって，タイワンサギの国内における確
かな記録は鹿児島県奄美大島と沖縄島のみであることが明らかになった．

クロサギ科タイワンサギ属 Pentaprion はイ
ンド・西太平洋に広く分布するタイワンサギ
Pentaprion longimanus (Cantor, 1849) 1 種のみを
含む（Eschmeyer et al., 2016）．赤崎・十楚（1984）
はタイワンサギを日本から初めて報告し，本種
の国内における分布域を琉球列島とした．日本
産のクロサギ科魚類の特徴と分布を整理した波
戸岡（2013）もタイワンサギの国内における分
布域を琉球列島としたが，根拠となる標本や詳
細な産地の情報が明示されておらず，これまで

本種の国内における分布状況は明らかになって
いなかった．

本研究では過去の文献を網羅的に調査する
とともに，国内の主要な博物館・研究機関に所
蔵されているすべての国内産タイワンサギの標
本を調査した．これらの標本を記載するととも
に，国内における本種の分布状況を記録した．

計数・計測方法は Iwatsuki et al. (2007) にし
たがった．標準体長は体長あるいは SL と表記
した．体側鱗の観察・計数にはサイアニンブルー
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を塗布して行った．体各部の計測はデジタルノ
ギスを用いて 0.1 mm の精度で行い，計測値は
体長に対する百分率で示した．タイワンサギの
生鮮時の体色の記載は，固定前に撮影された沖
縄県中城湾産の標本（KAUM–I. 78799）のカラー
写真に基づく．本報告に用いた標本は京都大
学総合博物館（FAKU），三重大学大学院附属
水産実験所（FRLM），鹿児島大学総合研究博
物館（KAUM），国立科学博物館（NSMT），大
阪市立自然史博物館（OMNH），および沖縄美
ら島財団総合研究センター（URM）に保管さ
れている．体色の記載に用いた生鮮時のカラー
写真は鹿児島大学総合研究博物館の画像データ
ベースに登録されている．

比較標本は以下のとおり― Pentaprion longi-
manus: KAUM–I. 16940，体長 51.5 mm，マレー
シア・クアラトレンガヌ沖；KAUM–I. 23052，
体長 72.5 mm，タイ湾；KAUM–I. 32839，体長
84.5 mm，タイ湾；KAUM–I. 47436，体長 86.4 
mm， タ イ・ タ ー チ ャ ナ 沖；KAUM–I. 49493，
体長 109.0 mm，マレーシア・コタキナバル沖．

Pentaprion longimanus (Cantor, 1849)

タイワンサギ
（Figs. 1, 2; Table 1）

標 本　37 個 体（ 体 長 35.5–133.9 mm）：FAKU 
101424，体長 133.9 mm，那覇市，1970 年 3 月；
FRLM 45426，体長 94.5 mm，沖縄市泡瀬，2013
年 6 月 28 日，日比野友亮採集；KAUM–I. 78799，
体長 87.7 mm，沖縄県中頭郡中城村（打ち上
げ），2015 年 7 月 10 日，桜井　雄採集；NSMT-
P 29631，体長 121.9 mm，詳細な産地不明（沖
縄県漁連で拾得），1988 年 7 月 21 日；OMNH-P 
3969，27 個体，体長 86.0–100.3 mm，沖縄市中城湾，
1982 年 4 月 7 日，十楚泰男採集；URM-P 38647，
3 個体，35.5–53.4 mm，沖縄県中頭郡中城村浜漁
港（打ち上げ），1997 年 8 月 18 日．
記載　計数形質と体各部の体長に対する割合を
Table 1 に示した．体は体軸方向に伸長した楕
円形で側扁する．吻端はやや丸く，眼の下縁よ
り上方に位置する．口は前方向に伸出する．口
裂は斜位．両口唇はやや幅狭い．両顎に微小な
絨毛状の歯をもつ．主上顎骨の後端は眼の前縁

Figure 1 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Fig. 1.　Fresh specimen of Pentaprion longimanus collected from Nakagusuku Bay, Okinawa, Japan (KAUM–I. 
78799, 87.7 mm SL).
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Japan Western Pacific
n = 37 n = 5

 Standard length (mm) 35.5–133.9 51.5–109.0
 Counts Modes Modes
  Dorsal-fin spines 10 10 10 10
  Dorsal-fin rays 14 or 15 15 15 15
  Anal-fin spines 5 or 61 5 5 5
  Anal-fin rays 12 or 132 13 13 13
  Pectoral-fin rays 15–173 16 15–17 16
  Pored lateral line scales 44–474 45 45 or 46 45
  Scale rows above lateral line 4.55 4.5 4.5 4.5
  Scale rows below lateral line 12.5 or 13.56 13.5 12.5 or 13.5 12.5
  Gill rakers on upper limb 4–5 5 5 5
  Gill rakers on lower limb 12–14 13 13 13
 Measurements Means Means
  Body depth at pelvic-fin origin 23.9–36.0 32.4 31.3–37.8 34.9
  Body depth at anal-fin origin 26.5–42.2 36.0 34.0–42.0 38.6
  Head length 26.4–30.1 28.7 29.7–32.2 31.0
  Body width at pectoral-fin base 8.2–13.2 11.1 8.7–12.8 11.0
  Snout length 7.0–10.1 8.2 8.7–10.1 9.3
  Orbit diameter 9.4–12.5 11.5 11.9–13.0 12.5
  Dermal eye opening 8.9–10.9 9.9 9.9–11.2 10.4
  Interorbital width 7.6–10.2 9.3 9.1–10.4 9.6
  Upper-jaw length 9.4–13.8 10.3 10.1–11.5 10.7
  Caudal-peduncle depth 7.3–8.8 8.0 7.9–8.9 8.4
  Caudal-peduncle length 8.2–11.3 9.8 9.6–11.3 10.2
  Pre-dorsal-fin length 36.1–42.9 40.5 41.4–44.9 42.7
  Pre-anal-fin length 52.3–57.6 55.5 51.1–56.3 54.4
  Pre-pelvic-fin length 32.6–36.1 34.3 33.2–37.1 35.1
  Dorsal-fin base length 54.1–59.5 56.2 53.8–56.3 55.4
  Anal-fin base length 39.1–43.8 42.0 39.4–43.6 42.1
  Caudal- fin length 23.6–32.0 28.8 26.9–30.5 28.0
  Pectoral-fin length 28.1–35.87 32.6 30.1–37.6 34.4
  Pelvic-fin spine length 6.2–9.93 8.6 7.2–9.2 8.7
  1st pelvic-fin ray length 7.2–10.98 9.7 9.9–10.49 10.1
  1st dorsal-fin spine length 0.7–1.67 1.1 1.1–1.4 1.3
  2nd dorsal-fin spine length 2.2–5.93 3.6 3.7–4.7 4.2
  3rd dorsal-fin spine length 11.0–20.85 17.2 14.2–18.710 16.5
  1st dorsal-fin ray length 5.3–10.58 7.8 5.6–8.310 7.3
  1st anal-fin spine length 1.8–4.13 2.7 3.1–3.5 3.3
  2nd anal-fin spine length 9.6–14.78 12.4 10.3–15.0 13.2
  3rd anal-fin spine length 7.9–13.04 10.9 10.1–13.710 12.2
  4th anal-fin spine length 7.3–11.07 9.3 7.4–10.410 9.3
  5th anal-fin spine length 3.7–9.55 7.2 5.4–9.010 7.3
  1st anal-fin ray length 4.8–8.04 6.2 5.1–6.5 5.6

1 6 in one specimen; 2 12 in one specimen; 3–10 based on 36, 34, 31, 32, 35, 33, 4, and 3 specimens respectively.

Table 1.　Counts and proportional measurements (%SL) of Pentaprion longimanus
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直下に位置する．鼻孔は 2 対で背腹方向に長い
スリット状．後鼻孔は前鼻孔よりも大きく，互
いに近接する．眼はやや大きく，眼径は尾柄高
より大きい．両眼間隔は僅かにへこむ．前鰓蓋
骨と主鰓蓋骨の後縁は円滑．主鰓蓋骨の上端は
眼の上縁の水平線上に位置する．鰓耙は細長く，
その先端は丸い．肛門は胸鰭基部と臀鰭基部の
中間付近に開孔する．胸鰭は非常に長く，その
後端は背鰭第 10 棘基部をとおる鉛直線を越え
る．腹鰭は胸鰭基部直下に位置する．背鰭起部
は胸鰭基部より僅かに後方に位置する．背鰭第
1 棘は非常に短く，肉眼では視認しづらい．背
鰭棘部は第 3 棘基部で最も高く，後方ほど低
い．背鰭軟条部はほぼ同じ高さで，背鰭第 10

棘基部よりも僅かに高い．臀鰭起部は背鰭第 8
棘基部直下付近に位置する．臀鰭は第 2 棘基部
で最も高く，後方ほど低い．臀鰭基底は背鰭軟
条部基底より長い．背鰭と臀鰭の棘は扁平で弱
い．尾鰭は二叉し，両葉の後端は尖る．体全体
と頬部および頭部背面は剥がれやすい円鱗で覆
われる．吻部と鰓蓋部は無鱗．頭部背面の鱗域
は両眼の中央を結んだ線に達する．側線は完全
で，主鰓蓋骨上端から始まり尾鰭基底に達する．
色彩　生鮮時の色彩（Fig. 1）：体背面から体側
上部にかけて灰色がかった白色で，黒色色素胞
が散在する．体側中央から体腹面にかけては銀
白色．胸鰭基部は青みがかった暗色．背鰭と臀
鰭の基底に沿って淡灰色の帯が走る．背鰭と臀
鰭の基底付近の鰭膜は青みがかった白色，縁辺
に向かって透明度が増す．胸鰭の鰭膜は半透明，
鰭条上には黒色素胞が密在する．腹鰭の鰭膜は
半透明の白色，鰭条は青白色．尾鰭は青みがかっ
た白色で，両葉の外縁は薄暗いオリーブ色．

固定後の色彩：体は一様に淡褐色．主鰓蓋
骨の内面は淡黒色．背鰭と臀鰭の基底に沿って
淡灰色の帯が走る．各鰭は乳白色．
分布　本種はアラビア海から日本やオーストラ
リア，パプアニューギニアにかけてのインド・
西太平洋に広く分布する（Randall, 1995; Chen 
et al., 1997; Mishra et al., 1999; Hutchins, 2001; 
Woodland, 2001; Manilo and Bogorodsky, 2003; 
Tafzilmeriam, 2011; Larson et al., 2013; Psomadakis 
et al., 2015）．日本国内では鹿児島県奄美大島

（藤山，2004；写真のみ）と沖縄島（昆ほか，
1998；本研究）から記録されている．
備考　記載標本は口が前方向に伸出すること，
胸鰭が非常に長く，その後端は背鰭第 10 棘基
部をとおる鉛直線を越えること，背鰭鰭条が
10 棘 14–15 軟条であること，臀鰭鰭条が 5–6 棘
12–13 軟条であること，臀鰭基底が背鰭軟条部
の基底より長いこと，側線鱗が 44–47 枚である
こと，および鱗が剥がれやすいことなどの特徴
が Woodland (2001) や波戸岡（2013）の報告した
Pentaprion longimanus の標徴とよく一致した．

 
Figure 2 Fig. 2.　Relationships of (A) body depth at pelvic-

fin origin (%SL) and (B) body depth at anal-fin 
origin (%SL) to standard length (mm) in Japanese 
specimens of Pentaprion longimanus.
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Pentaprion longimanus の和名タイワンサギは，
岡田・松原（1938）によって提唱された．彼ら
は本種の分布域を台湾，フィリピン，東インド
諸島，マレー半島，およびインドとした．本
種を日本から初めて報告したのは赤崎・十楚

（1984）であるが，標本の所在は文献の中で述
べられていない．赤崎・十楚（1984）は本種の
日本国内における分布域を琉球列島としたが，
正確な産地は現在も不明である．その後，昆ほ
か（1998）は沖縄県中頭郡中城村浜漁港から得
られた 3 個体の標本（URM-P 38647）に基づい
てP. longimanusを報告した．さらに，藤山（2004）
は奄美大島から採集された P. longimanus のカ
ラー写真を報告した．藤山（2004）の写真個体
は，臀鰭棘数が 5 であること，鱗は剥がれやす
いことなどから，本研究でもタイワンサギと同
定された．

波戸岡（2013）は本種が属するクロサギ科
の日本国内における記録を整理し，本種の分布
域を琉球列島とした．この分布域は沖縄島産の
2 標本（FAKU 101424, NSMT-P 29631）のみに
基づいており，昆ほか（1998）や藤山（2004）
の記録については考慮されていなかった．本研
究では上述した標本や文献を精査した結果と新
たに得られた標本（標本の項を参照）に基づき，
P. longimanus は日本国内では奄美大島と沖縄島
からのみ記録されていることが明らかになった．
なお，本研究で日本産タイワンサギ 37 個体の
体各部の計測を行ったところ，本種は成長に伴
い体高が相対的に高くなることが明らかになっ
た（Fig. 2）．
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